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排泄
食事薬安静度清潔

化学療法の入院から退院までの流れ化学療法の入院から退院までの流れ化学療法の入院から退院までの流れ化学療法の入院から退院までの流れ治療処置　検査等 入院前／採血があります。 入院日／ ～退院まで

尿量測定が必要な方には病棟で、尿測器の説明を行います。シャワーが出来ます。順番を取ってお入り下さい。
栄養状態の評価を定期的に行い、必要時には栄養の専門チームが訪問します。現在内服中の薬、お薬手帳を入院時に持参して下さい。 持参された薬、お薬手帳を確認します（医師の指示で変更になる場合があります）。特に指示がなければ病院内は自由に動けます。特に制限はありません。
初めて治療の方：使用薬剤について薬剤師から説明があります。　　栄養（食事）指導、歯科受診（口内炎等の副作用予防）がある場合があります。 退院後の生活について、気になることがありましたらご相談下さい。不明なことや不安なことがあれば、遠慮なくお尋ねください。 抗癌剤の薬剤の説明と副作用については、医師・看護師・薬剤師より適宜説明があります。 吐き気・口内炎などに対しては薬剤の処方があります。薬についてはその都度説明を行います。 ひどい場合は歯科受診なども行う場合があります。 食欲不振・味覚異常：食事の変更、栄養士にも相談出来ます。

退院時には持参薬はお返しし、退院処方があればお渡しします。外出の際はマスク、手洗いを行い、感染に注意して下さい。
化学療法中／主治医の指示がある場合、朝食前に体重測定をします。デイルームにある体重計をご使用下さい。※難しい場合は体重計をベッドサイドにお持ちすることも出来ます。

抗癌剤がボトルから漏れたり、点滴ルートが切れて薬液がこぼれた場合は、自分で処理せず、すぐに看護師を呼んで下さい。抗癌剤投与中は病棟内でお過ごし下さい。点滴台を押して行動するため転倒にご注意下さい。点滴漏れの予防のため、点滴挿入側の腕はなるべく安静にして下さい。
化学療法後／体調に応じて採血や採尿、レントゲンなどの検査があることがあります。／

シャワーが出来ます。感染予防の為にも体の清潔を保ちましょう。
ご希望があれば食事の変更が出来ます。食べにくい物などありましたらご相談下さい。食欲不振・味覚異常などあれば栄養士にも相談ができます。
尿がこぼれた場合は、自分で処理せず、すぐに看護師を呼んで下さい。トイレに行くのが難しい場合は、尿器やポータブルトイレも使用出来ます。点滴中は看護師が体を拭き、洗髪をします。歯磨き・うがいをして口腔内を清潔にしましょう。 病院内を動かれる時にはマスク・手洗いを行い、感染予防に留意して下さい。医師の指示に従い尿量測定が終了したら看護師よりお知らせします。

初めての治療の方や医師が指示した方に対して栄養指導がある場合があります。
様式１


